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　八千代子どもサミットは、未来を担う子どもたちが地域の問題や将来等に

ついて考え、小中義務教育学校が連携して、地域社会に主体的に参画するこ

とを目的として、平成21年に始まりました。16回目の開催となる今年度は、「み

んなの幸せ×ＳＤＧ s」というテーマで、地域とどのようにつながれるのかを

考えて活動しています。

　子どもサミットが目指すものとして、次の

７つの活動を大切にしています。

●子どもが中心となる活動　子どもを信頼

し、子どもの声を中心とした活動を推進します。

●子どもの「行動力」を育てていく活動　地

域のために進んで活動する実践意欲と態度を

育て、「地域を愛する心」を育てます。

●地域とつながり、交流・貢献していく活動

地域を学校や教員が理解し、その地域で将来

を生きる子どもへの教育について考えます。

●学校同士が繋がり、連携・協力していく活

動　学校や学校種を超えて、子どもたち同士

が連携・協力する活動を目指します。

●児童生徒組織の活性化を目指す活動　児童

会・生徒会活動を活性化させ、児童生徒の一

体感をより充実させることで、現代の教育課

題を解消していく手立てとします。

●未来を担う人材を育てる活動　子どもサミ

ットを経験した子どもたちが、将来の八千代

市、千葉県、世界をリードしていけるような

人材を育てます。

●世界規模で発想・発信していく活動　「世界」

を意識させることは、未来を生きる力を培う

上で、大きな教育的効果をもたらすという理

念のもと、活動を広く発信し、自信と誇りを

持たせる活動を目指します。

　今年度は「ＳＤＧ sの活動を通して地域と

つながること」を目標に活動しています。

　ＳＤＧ sの活動は、今年で３年目となりま

すが、コロナ禍のため、各学校での取り組み

は充実しながらも、地域の人たちと一緒に活

動することが難しい状況でした。

　そこで、本来、子どもサミットで大切にし

たい「地域とのつながり」を広げていくこと

を目指しています。

　市内の学校を５つの地区に分け、５月～７

月に複数回の地域子ども会議を行ってきまし

た。地域子ども会議では、各学校のＳＤＧｓ

の取り組みを紹介し合いました。また、事前

に各学校で実施したアンケートを基に、地域

の良さや課題を見つめ直し、どのようにＳＤ

Ｇｓの活動を地域に広げていき、地域のため

に活動できることは何かを話し合いました。

　大和田地区では、「環境」について考え、「フ

ードバンク」や「節電・節水」、「リサイクル」

といった活動を行っています。

　睦・阿蘇・米本地区では、自らの地区の良

さは「自然の豊かさ」であるとし、米作りを

地域の人と一緒に行い「環境」や「経済」に

ついて考える活動を行っています。

　村上・勝田台地区は、「住み続けられる町

づくり」をテーマに、八千代市の魅力発信に

ついて考えています。また、企業とタイアッ

プして、途上国に衣料支援を行っています。

　八千代台地区は、「国際・環境」について

考え、ペットボトルキャップを回収して途上

国にワクチンを送る取り組みや、八千代台駅

周辺の外国文化について調査しました。

　高津・新木戸地区は、「環境」について考え、

ボランティア清掃や、挨拶運動を行っています。

　この３年間はＷｅｂで開催していた子ども

サミットですが、今回は４年振りに、市内の

全小中義務教育学校30校の代表児童生徒62人

が一同に集まることができました。

　「地域ディスカッション」では、５つの地

区ごとに、これまでの取り組みを「全体ディ

スカッション①」で、どのように紹介し広げ

ていくのかを話し合いました。事前に各学校

で実施したアンケートを持ち寄り、そこから

地域の実態を把握したことで、今後の活動方

針が明確になったようです。

　「全体ディスカッション①」では、地域の

今とＳＤＧ sの活動について各地区の発表を

行いました。他の地区の活動内容から、子ど

もたちはさらに刺激を受けているようでし

た。一生懸命にメモに取り、質問をしながら

発表を聞いていました。

　「全体ディスカッション②」では、「みんな

の幸せ×ＳＤＧ s」をテーマに地区を超えて

話し合いを行いました。みんなが幸せに暮ら

せる社会のために、今自分たちには何ができ

るのかを話し合いました。

　「みんな」という言葉には、年齢の違い、

性別の違い、文化・価値観の違い、病気や障

害を抱えた人など、様々な人が含まれるこ

とを確認した上で、「他者に寄り添う」とは、

どのようなことなのかを議論しました。

　子どもたちは、夢みる未来の姿として、「み

んなが公平に生きられる社会のために、まず

は相手を知ることで偏見をなくしたい」、「自

分たちが当たり前と思っている幸せに気付く

ことが大切なのではないか」など様々な意見

を交換しました。

　最後に、子どもたちは、今回のサミットで経

験したことや話し合った意見を、さらに学校

や地域に還元していくことを約束しました。

　今後も、地域と世界を関連付けながら物事

を考え、多様な人々と協働できる力を育む教

育を目指します。

お問い合わせは

指導課

481-0301へ
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


